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知られざる実態が明らかに

:L躍

人

間

関

係

は

食

事

を

共

に

す

る

こ
と

で

円

滑

に

な

る

場

合

が

多
い
。
パ
ー
テ

ィ
ー
で
、
人
々
が

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
会
食
す
る

の
は
、
そ

の
た

め

も

あ

る

だ

ろ

つヽ
。特

に
、
気
の
置
け
な
い
友
人
同

士
な
ら
ば
、
互
い
に
手
作
り
の
料

理
を
持
ち
寄
り
、
さ
し
入
れ
す
れ

ば
、
そ
の
料
理
を
通
し
て
会
話
も

は
ず
む
と
い
う
も
の
。

本
書
は
、
そ
ん
な
時
に
、
簡
単

に
、
し
か
も
い
お
い
し
く
作
れ
る

和
洋
中
の
レ
シ
ピ
を
ビ
ジ

ュ
ア
ル

に
紹
介
し
て
い
る
。

見
て
い
る
だ
け
で
、
自
分
で
も

作

っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る
も
の

が
あ
る
。

（
メ
デ

ィ
ア
フ

ァ
ク
ト
リ
ー

■
２
６
０
円
）

８
月
の
テ
レ
ビ
は
、
恒
例
の

「
日
中
戦
争
「
太
平
洋
戦
争
」

も
の
が
目
白
押
し
と
な
る
。

そ
の
中
の
ひ
と

つ
。
戦
争
期

に

「従
軍
看
護
婦
」
だ

っ
た
女
性

が̈
、
戦

争

直
後

に
、
再

び
、
赤

紙

の
召
集
令
状
を
受
け
取
る
。

集
合
場
所
は
博
多
港
。
何
故

だ
ろ
う
と
思
い

つ
つ
、
と
り
あ

え
ず
現
場

へ
急
行
す
る
。
終
戦

直
後
、
満
州
に
取
り
残
さ
れ
た

民
間
人
の
引
き
揚
げ
は
ま
さ
に

地
獄
の
逃
避
行
で
あ

っ
た
。

特
に
女
性
は
筆
舌
に
尽
く
し

難
い
酸
鼻
を
極
め
る
体
験
を
強

い
ら
れ
る
場
合
も
多
々
あ

っ
た
。

そ
の
結
果
、
彼
女
ら
は

「
不
法
妊

産
婦
」
と
呼
ば
れ
、
堕
胎
が
非
合

法
だ

っ
た
当
時
、
福
岡
市
内
の

幾

つ
か
の
療
養
所
な
ど
で
、
密

か
に
中
絶
手
術
が
行
わ
れ
た
。

厚
生
省
の
密
命
で
あ

っ
た
。

こ
の
手
術
に

「従
軍
看
護
婦
」

が
ど
う
し
て
も
必
要
だ

っ
た
。

テ
レ
ビ
で
の
彼
女
た
ち
の
証
言

に
よ
る
と
、
当
時
、
麻
酔
薬
が

皆
無
だ

っ
た
の
で
、
麻
酔
な
し

の
手
術
だ

っ
た
。

手
術
合
に
横
た
わ
る
女
性
の

両

手

を
２
人

の

「従

軍

看

護

婦
」
が
し
っ
か
り
握
る
。
手
術

の
開
始
か
ら
、
彼
女
は
悲
鳴
も

泣
き
声
も
上
げ
ず
、
た
だ

「従

軍
看
護
婦
」
の
手
が
折
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
力
を

入
れ
る
の
だ
。
手
術
が
終
わ
る

と
、
そ
っ
と
い
な
く
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
よ
る
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古
代
史
が
専
門
で
あ
り
な
が

ら
、
著
者
の
問
題
意
識
が
常
に

今
日
的
な
の
は
、
全
て
の
歴
史

は
現
代
史
で
あ
る
と
い
う
歴
史

学
の
視
点
が
明
確
だ
か
ら
だ
ろ

う
。
中
国
、
韓
国
と
の
関
係
が
厳

し
さ
を
増
す
に

つ
け
、
著
者
の

見
識
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
い
。

例
え
ば
、
仏
教
公
伝
は
５
３

８
年

説
∩
上

宮

聖

徳

法

王

帝

説
』
な
ど
）
と
５
５
２
年
説
「
日

本
書
紀
し
と
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
著
者
は
日
本
と
の
関
係
が

最

も

深

い

百

済

に

「
聖

王
２６

年
」
説
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
５

４
８
年
説
を
取

っ
て
い
る
。
聖

明
王
が
欽
明
天
皇
に
仏
像
な
ど

を
贈
呈
し
た
の
は
、
布
教
と
い

う
よ
り
、
唐
と
新
羅
の
脅
威
に

対
し
て
、
倭
の
軍
事
協
力
を
得

る

た

め

で

あ

っ
た
。
ち

な

み

に
、
朝
鮮
三
国

へ
の
仏
教
伝
来

は
高
句
麗
が
３
７
２
年
で
最
も

早
く
、
百
済
が
３
８
４
年
、
新

羅
に
は
５
２
８
年
に
高
句
麗
か

ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
日
本
の
よ

う
に
仏
教
を
受
け
入
れ
る

べ
き

か
ど
う
か
の
崇
仏
論
争
が
起
こ

っ
た
の
は
、
三
国
の
う
ち
新
羅

だ
け
だ

っ
た
こ
と
だ
。

そ
れ
は
当
時
、
新
羅
と
日
本

が
中
国
の
冊
封
体
制
に
入

っ
て

い
な
か

っ
た
か
ら
だ

っ
た
。

日
本
が
律
令
制
に
基
づ
く
中

央
集
権
国
家
づ
く
り
を
急
い
だ

の
は
６
６
３
年
に
白
村
江
の
戦

で
唐
新
羅
連
合
軍
に
大
敗
し
た

の
が

大

き

な

き

っ
か

け

だ

っ

ッ
〓

　

海
を
介
し
た
高
句
麗
と
の
古
来

ｈ
り

　

か
ら
の
交
流
が
背
景
に
あ
る
。

の

　

味
で
、
天
智

・
天
武
の
仏
教
を

キ
牟

　

連
薄
理
嗽
娃
れ
統
和
調
な
初
蹴

日
口

　

　

さ
ら
に
、
東
大
寺
に
華
厳
経

を
伝
え
た
の
は
新
羅
僧
で
あ
り

行
基
や
空
海
に
見
ら
れ
る
僧
侶

の
社
会
活
動
も
新
羅
僧
に
な
ら

っ
た
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。

イ

ン
ド

の
仏
教
は
中
国

で
道
教

・

儒
教
と

習
合
し
、
そ
れ
が
朝
鮮

を
経
て
日
本
に
伝
わ

っ
た
。

仏
教
公
伝
以
前
に
も
、
４
世

旧

紀
か
ら
仏
教
を
持

っ
た
渡
来
人

‐８

が
日
本
に
定
着
し
て
い
る
。
仏

書

教
だ
け
を
見
て
も
、
日
本
の
国

腿

づ
く
り
に
渡
来
人
の
果
た
し
た

剣

役
割
は
大
き
い
。

高
嶋
　
久

支
部
が
生
ま
れ
た
。
日
清
、
日
露

は
主
に
内
地
勤
務
、
第
■
次
大

戦
期
に
は
青
島
、
満
州
事
変
以

降
、
彼
女
た
ち
は

「戦
場
の
看

護
婦
」
と
な
り
、
戦
地
で
戦
死
な

い
し
戦
病
死
し
た
人
数
は
、
な

円

ん
と
■
■
■
８
名
に
お
よ
ぶ
。

８９
　
　
「
そ
の
献
身
的
な
働
き
と
悲

細

嘲
動
は
瞳
赫
は
け

で
（

棚
行
ヽ
翻

鴎

“
わ
¨
『
巻
末
の
、
重
い
言
葉

評
論
家

ｏ
阿
久
根
利
具

気
に
む
一

話
頴

『 物語  朝鮮 王朝 の滅亡』

金  重 明著

朝鮮 で は 17～ 19世紀 にか けて、

朴 趾 源 な どの 実 学 者 た ち に よ っ

て、新しい世を準備する構想が発
表 され、近代化が 目指 された。

しか し、列強 ひしめ く中でそれ

は挫折 し、朝鮮は 日本の植民地 に

な つた。

英祖・正祖の時代か ら大韓帝国
の滅亡 まで、過酷 な時代 とそこに

生きた人4蕉神きながら、朝鮮と
明治 日本 の関係 の実 像 にせ まる。
エ ピ ソ ー ド満 載 の歴 史物語。 (岩

波新書  861円)

『言霊とは何か』

佐佐木 隆著
古代 日本ノ人、ャま、ことばにケま不思

議な霊威が宿ると信 じ、それを「言
霊 (こ とだま)」 と呼んだ。この素朴
な信仰の実像を求めて、『古事記』

『日本書紀』『風土記』の神話や伝
説、『万葉集』の歌など文献を丹念
に渉猟 (し ょう り ょう)す る。「言
霊」が、どのような状況でいかなる
威力を発揮するものだったのか、
実frllを挙げて具体的に検証 してい

く。近世の国学者による理念的な
言霊観が生み出した従来のイメー

ジを覆 し、古代 日本人の信仰を描
司

代
鰤

ら
登

ビ
（

れ
Ｕ

、

記
　』̈

日

　
み
、

旅

ン
飛

の
　
拍

行

ガ
ち

修

と
（

術

襲
崚

剣
　
奎

馬
碧

で
鳳

げ
山

せ  界  日  誓箕 The Sek“ N`ppo

お料理上手 と思 われる

持 ち よ り &さ し入 れ レ シ ピ 2

渡
来

の
古
代
史

い

１
■
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